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二
〇
二
三
年
三
月
末
を
も
っ
て
、
稲
葉
馨
教
授
と
小
池
和
彦
教
授
が
、
御
定
年
に
よ
り
本
学
部
を
御
退
職
さ
れ
た
。
本
誌
は
そ
の
記

念
と
し
て
発
刊
さ
れ
る
。
お
二
人
の
学
園
及
び
学
部
に
対
す
る
功
績
を
称
え
、
法
学
部
長
と
し
て
こ
こ
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

稲
葉
馨
教
授
は
、
二
〇
一
九
（
平
成
三
一
）
年
四
月
に
本
学
部
に
着
任
さ
れ
た
。
一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
に
東
北
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
で
修
士
を
取
得
さ
れ
た
後
、
先
生
は
熊
本
大
学
法
学
部
、
法
政
大
学
法
学
部
を
経
て
、
母
校
の
東
北
大
学
大
学
院
法
学
研

究
科
に
教
授
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
。
こ
の
間
、
一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
に
は
東
北
大
学
か
ら
博
士
号
を
授
与
さ
れ
、
満
を
持
し
て

の
凱
旋
で
あ
っ
た
ろ
う
。
東
北
大
学
大
学
院
で
は
、
二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
か
ら
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
ま
で
法
学
研
究
科

長
を
務
め
ら
れ
、
そ
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
。
母
校
か
ら
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
に
名
誉
教
授
を
与
え
ら
れ
た
、
学
界
で
も
高
名

な
先
生
を
、
二
〇
一
九
（
平
成
三
一
）
年
か
ら
立
正
大
学
法
学
部
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
私
ど
も
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、

ま
た
名
誉
で
あ
っ
た
。

正
直
な
と
こ
ろ
、
研
究
よ
り
も
教
育
の
比
重
が
大
き
く
な
り
が
ち
な
私
立
大
学
に
先
生
を
お
迎
え
す
る
こ
と
に
、
恐
縮
す
る
思
い
が

な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
と
し
て
、
先
生
の
膨
大
で
重
厚
な
御
業
績
に
十
分
に
応
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
心
許
な
い

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
学
生
も
必
ず
し
も
一
線
級
の
研
究
の
話
を
聞
き
た
が
る
わ
け
で
は
な
く
、
社
会
と
の
接
点
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
身

近
な
話
題
の
方
に
反
応
す
る
。
授
業
と
い
う
「
サ
ー
ビ
ス
」
に
対
す
る
期
待
や
要
望
も
、
先
生
の
以
前
の
環
境
と
は
異
な
る
も
の
だ
っ
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た
ろ
う
。
ま
し
て
、
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
日
常
と
な
り
、
教
授
会
メ

ン
バ
ー
や
学
生
と
直
接
言
葉
を
交
わ
す
機
会
も
限
ら
れ
て
い
た
。
常
に
真
摯
に
仕
事
に
向
か
う
姿
勢
を
保
た
れ
る
先
生
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
お
そ
ら
く
は
人
知
れ
ず
悩
ま
れ
た
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
い
る
。

し
か
し
、
教
員
に
と
っ
て
も
学
生
に
と
っ
て
も
低
き
に
流
れ
や
す
い
環
境
の
中
で
、
先
生
の
講
義
や
日
々
の
御
助
言
は
、
自
分
た
ち

自
身
の
見
方
や
姿
勢
を
反
省
す
る
良
い
機
会
だ
っ
た
。
補
助
金
額
や
入
学
志
願
者
数
や
国
際
競
争
の
中
で
日
々
ラ
ン
ク
付
け
さ
れ
る
現

在
の
大
学
の
中
で
も
、
基
本
は
地
道
な
学
問
研
究
と
本
質
を
突
い
た
授
業
で
あ
り
、
そ
の
土
台
な
く
し
て
大
学
は
大
学
た
り
え
な
い
と

い
う
こ
と
を
、
先
生
は
示
し
て
下
さ
っ
て
い
た
と
思
う
。
自
分
の
ゼ
ミ
の
学
生
に
「
稲
葉
先
生
の
授
業
は
、
大
変
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
、
あ
れ
こ
そ
大
学
の
授
業
な
の
だ
よ
」
と
話
す
こ
と
が
で
き
た
、
そ
の
幸
運
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

政
治
学
者
で
あ
る
筆
者
に
先
生
の
業
績
を
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
た
だ
住
民
投
票
に
関
す
る
御
研
究
な
ど
、
所
々
交
錯
す

る
部
分
も
あ
っ
た
。
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
に
は
、
先
生
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
、
第
一
七
回
立
正
大
学
法
学
部
・
法
制
研
究

所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
住
民
参
加
・
住
民
投
票
制
度
を
考
え
る
」
を
、
基
調
講
演
に
武
田
真
一
郎
成
蹊
大
学
法
学
部
教
授
、
報
告
者
に
申

龍
徹
山
梨
県
立
大
学
国
際
政
策
学
部
教
授
を
迎
え
、
成
功
裏
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
学
か
ら
も
山
口
道
昭
教
授
が
報
告
し
、

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
稲
葉
先
生
の
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
本
学
の
研
究
活
動
を
進
展
さ
せ
た
華
や
か
な
催
し
で
あ
っ
た
。
私

自
身
も
数
々
の
発
見
が
あ
り
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

立
正
大
学
法
学
部
と
い
う
場
所
が
、
先
生
の
過
ご
し
や
す
い
居
場
所
に
な
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
も
っ
と
で
き
る
こ
と
も
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
、
今
思
え
ば
法
学
部
長
と
し
て
反
省
す
る
点
も
多
い
。
だ
が
、
少
な
く
と
も
本
学
部
に
と
っ
て
稲
葉
先
生
は
か
け
が

え
の
な
い
仲
間
（
と
あ
え
て
記
さ
せ
て
い
た
だ
く
）
で
あ
っ
た
。
今
後
と
も
、
ま
す
ま
す
の
御
健
勝
と
研
究
の
発
展
を
祈
念
す
る
。

小
池
和
彦
教
授
は
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
に
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
民
事
法
学
専
攻
で
修
士
号
を
取
得
、
一
九
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八
四
（
昭
和
五
九
）
年
に
同
専
攻
博
士
課
程
を
単
位
取
得
退
学
し
た
後
、
同
年
四
月
に
立
正
大
学
法
学
部
専
任
講
師
に
着
任
さ
れ
た
。

本
学
部
は
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
四
月
の
開
設
で
あ
り
、
先
生
の
着
任
年
は
第
一
期
の
学
生
が
四
年
生
だ
っ
た
年
度
で
あ
る
。
先

生
は
、
本
学
部
創
設
当
時
の
雰
囲
気
を
知
る
世
代
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
学
園
と
学
部
の
発
展
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

民
事
訴
訟
法
を
中
心
に
、
民
事
執
行
・
保
全
法
や
倒
産
処
理
法
な
ど
も
担
当
さ
れ
た
先
生
は
、
着
実
に
実
績
を
重
ね
ら
れ
、
一
九
八

七
（
昭
和
六
二
）
年
に
は
助
教
授
、
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
に
は
教
授
と
、
順
調
に
昇
任
さ
れ
た
。
私
事
に
な
る
が
、
筆
者
が
立
正

大
学
法
学
部
に
着
任
し
た
の
は
、
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
で
あ
る
。
当
時
、
小
池
先
生
は
、
故
清
水
千
尋
法
学
部
長
の
下
、
法
学

部
予
算
主
任
を
務
め
て
お
ら
れ
た
。
私
自
身
は
入
職
当
時
に
、
教
育
で
あ
れ
校
務
で
あ
れ
、
仕
事
の
基
本
を
小
池
先
生
と
清
水
先
生
か

ら
（
ま
た
同
じ
く
執
行
部
に
い
ら
し
た
坂
本
仁
先
生
と
三
林
宏
先
生
か
ら
）
教
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
先
生
は
地
味
な
が
ら
堅
実
な
職
人
気

質
で
、
学
部
内
に
お
け
る
信
頼
か
ら
、
そ
の
後
も
立
正
大
学
学
園
理
事
や
法
制
研
究
所
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
る
。
や
や
変
わ
っ
た
と
こ

ろ
で
は
、
硬
式
野
球
部
長
と
し
て
野
球
部
の
活
躍
を
支
え
た
こ
と
も
、
記
憶
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

創
設
当
初
か
ら
の
法
学
部
は
、
新
設
学
部
と
い
う
こ
と
で
、
運
営
方
法
の
確
立
に
も
、
入
試
で
の
学
生
集
め
に
も
、
か
な
り
の
苦
労

が
あ
っ
た
と
聞
か
さ
れ
て
き
た
。
私
に
は
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
そ
う
し
た
御
苦
労
の
中
で
、
先
生
は
日
本
民
事
訴
訟
法
学
会
・
日

本
比
較
法
学
会
に
所
属
し
て
研
究
を
継
続
さ
れ
る
と
と
も
に
、
先
に
記
し
た
野
球
部
長
と
し
て
は
、
本
学
野
球
部
を
東
都
大
学
野
球
一

部
リ
ー
グ
優
勝
、
さ
ら
に
明
治
神
宮
野
球
大
会
優
勝
で
日
本
一
に
導
く
な
ど
、
社
会
と
学
園
の
発
展
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
た
。
穏
や
か

な
お
人
柄
は
、
教
室
で
も
学
外
で
も
慕
わ
れ
、
派
手
な
と
こ
ろ
は
な
く
と
も
、
人
が
自
然
に
集
ま
る
と
い
う
の
が
先
生
の
御
人
徳
で
あ

っ
た
。
今
後
と
も
、
た
ま
に
は
大
学
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
（
御
本
人
は
も
う
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た
い
と
の
お
申
し
出
で
は
あ
る
が
）、

後
輩
に
温
か
な
御
助
言
を
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
く
思
う
。

両
先
生
の
御
尽
力
を
胸
に
、
立
正
大
学
法
学
部
の
教
職
員
と
学
生
は
、
今
日
も
自
ら
の
勤
め
に
励
ん
で
い
る
。
両
先
生
も
ま
た
、
ま
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す
ま
す
の
御
健
勝
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
は
後
輩
た
ち
の
た
め
に
と
校
務
の
陰
で
我
慢
さ
れ
て
い
た
御
研
究
に
、
自
由
に
取
り
組
ま
れ
る

こ
と
間
違
い
は
な
い
。
願
わ
く
は
、
今
後
と
も
縁
が
切
れ
る
こ
と
な
く
、
時
に
お
目
に
か
か
る
機
会
を
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
、

感
謝
と
献
呈
の
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

二
〇
二
三
（
平
成
五
）
年
五
月
三
一
日

立
正
大
学
法
学
部
長　

早

川　

誠


